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令和３年度「アートによる長和町活性化事業」

事業報告書

１．本事業の目的

　本事業の目的は長和町がアートの力で地域の活性化を行うことです。

　女子美術大学生のデザイン力や発信力を活用し情報発信等により町の活性化を目指します。

　また、近年、大学の社会貢献が求められています。教育機関として女子美術大学が地方自治体とと

もに地域の活性化を目指す事業を行うことは重要な意義があり、長和町の「アートによる長和町活性

化事業」に取り組むことはそうした社会貢献活動の一環の事業として女子美術大学内で位置づけられ

ていることなどから、町と女子美術大学の間で包括連携協定の締結を目指します。

２．本年度事業の目的

　長和町の「アートによる長和町活性化事業」の事業内容を広く告知することを目的に、目で見てわ

かりやすい成果物の制作、本事業の実施にあたり寄せられている職員からの事業アイデアの検討、町

民参加の事業として、広報ながわ 200 号記念ロゴの投票や、役場本庁舎にて企画展示をした際にアン

ケートを行いました。

　また、引き続き女子美術大学と長和町との包括連携協定の締結を実現させるべくそのための環境を

準備しました。

３．今年度の事業概要

　断続的に緊急事態宣言が発出されるなどコロナ禍が収束していない中ではありますが、以下のよう

な活動を前提として本年度事業を実施することといたしました。想定どおり実施できるかどうかも含

め、コロナ対応に関する社会的状況や女子美術大学のコロナ対応状況などを十分に考慮しながら調整

をし、事業の推進を行いました。また、女子美術大学の理事会の人事異動などがされた後に再度長和

町との包括連携の締結に向けた環境整備を検討しました。

（１）女子美術大学と長和町の包括連携協定締結に向けた環境整備
　令和３年度は前年度に引き続き合意事項（長和町訪問、協定締結等）の実施を予定していましたが、

コロナ禍において、直接対面の検討等は困難であることからオンラインでの打ち合わせを実施しました。
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■７月 21 日（水）10：00 ～ 11：00

令和３年度事業の方向性について

「アートによる長和町活性化事業」令和３年度の進め方確認

実施を検討している事業に関する協議

令和２年度学生制作映像作品テレビ放送に関する制作者コメントについて

学生制作映像作品の提供について

女子美術大学から長和町への依頼事項の確認

令和３年度の活動で制作された学生企画について

総合文化祭について

■ 10 月７日（木）10：00 ～ 11：00

広報ながわ 200 号記念ロゴ制作事業について

総合文化祭に関する経過確認

バス停企画についての意見交換

今後の予定について（長和町訪問も含め）

■１月 28 日（金）13：30 ～ 14：30

各取組み（バス停企画・通行手形・広報ながわ 200 号記念ロゴ・民話「清水坂の狐」デジタル絵本、

紙芝居）について確認

令和４年度事業について

 

（２）長和町からの提案事業　
　コロナ禍において、女子美術大学の長和町訪問が困難であることから長和町より以下の事業について

協力を依頼されました。

■広報ながわ 200 号記念ロゴ

■長和町の民話をテーマにした紙芝居

（３）女子美術大学の作品展示
　コロナ禍において全国的に人の移動を制限する方向から学生の訪問はなく、展示のみとしました。

　令和３年 11 月 7 日（日）～令和４年２月７日（月）の期間、役場本庁舎１階にて展示しました。

（４）女子美術大学の授業としての取り組み
　女子美術大学では、本年度４月時点で授業はオンラインでの実施を原則とすることを決定し、浅野

教授の授業においても、長和町への訪問は困難との結論がでました。

　授業ではプロジェクト＆コラボレーションとして、長和町のバス停デザイン企画の提案を行いました。

　これに伴い、町からの資料提供の他、オンラインでの学生との顔合わせ・町の概要説明会を５月 11

日（火）14：00 ～ 15：00 に実施しました。
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　また６月 15 日 ( 火 ) 13:45 〜 16：20 には授業で制作した企画書について学生による町へのプレゼン

テーションを行いました。

　（作品は別添１を参照）

（５）認知症サポーター養成講座受講者向けキーホルダーデザインの使用と
　　  ポスターについて
　昨年度採用されたキーホルダーのデザインを長和町の公式 Twitter、Facebook のアイコンとして使

用することになり、使用について制作者の了解を得ました。

また、「ながわ（輪）ささえあい隊」事業の周知ポスター制作について、長和町から女子美術大学へ依

頼し、キーホルダーをデザインした学生がポスターのデザインも行いました。

長和町公式 Twitter、Facebook アイコン
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ポスター決定デザイン
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（６）専用ホームページ更新
　令和２年度の活動内容を専用ホームページに掲載し、広く事業を告知します。加えて、女子美術大

学の学生の本年度の活動内容や新規作品をわかりやすく配置するなどデザインを変更し、より効果的

に発信できるようホームページの更新を行いました。

４．今年度事業の実施

（１）職員着用ポロシャツデザイン制作
　令和２年度事業でしたが、新型コロナウイルスの影響で制作に遅れが生じたため、令和３年度から

ポロシャツを着用できるよう、事業を進めました。

町からの依頼
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決定デザイン

着用イメージ
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（２）民話プロジェクト
　「長門昔ばなし」第２集に掲載されている「清水坂の狐」をテーマに紙芝居を作成しました。

　　対象年齢：６歳～ 12 歳（小学校１年生～小学校６年生）

　　枚　数　：10 ～ 12 枚

　完成作品は、学生の制作スケジュールの関係から本報告書に掲載することができませんでした。令

和４年度の報告書に掲載します。

題材の民話「清水坂の狐」
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（３）広報ながわ 200 号記念ロゴデザイン
　広報ながわが令和４年（2022 年）５月号で 200 号を達成することを記念し、広報ながわの表紙ロゴ

マークを新しくし、イメージアップを図りました。

　■規　格

・長和町らしさを表現した、親しみやすく、愛着を持つことができるデザインで、文字は誰もが

　読みやすいもの。

・ひらがな、カタカナ、漢字、アルファベットなど、長和町の町名をデザインしたロゴマーク。

・広報紙の表紙上部（又は下部）に横書きで配置することを前提とし、ロゴマークとともに以下

　の事項を表示したデザイン。

　①広報紙であることがわかる旨の表示（「広報」など）

　②発行年月（例：2022 年５月号）

　③発行通し番号（例：「№ 200」）　

・イラストレーター形式により作成したもの。

・採用作品の著作権、その他一切の権利は長和町に帰属するものとする。

・採用作品に、使用する上で色彩の変更、拡大・縮小を含む必要な修正を行う場合がある。

　選考は候補案から、町民によるアンケート投票の結果から選考しました。

　広報ながわ令和４年５月号からの使用を予定しています。
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決定デザイン
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５．本事業の広報活動

（１）「ながわ（輪）ささえあい隊」任命式
　任命式にキーホルダー作成の学生、女子美術大学教員がリモートにて参加しました。

　　日　時：７月６日（火）8:25 ～ 8:55

　　会　場：長門小学校　食堂

　　参加者：長門小学校６年生 30 名、和田小学校６年生６名

（２）バス停企画書展示
　役場本庁舎１階ロビーにて令和３年度活動の企画書展示を行いました。

　（企画書は別添１参照）
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長和町 長久保 13
古町 8
大門 3
和田 7

町　外 上田 4
茅野 1

女子美術大学の作品展示等に関するアンケート

回答期間：令和３年 11月７日（日）～令和４年２月７日（月）
１ ご来場いただいた方について
　（１）	 本日はどこからいらっしゃいましたか。
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　（２）	 年代を教えてください。

２ 女子美術大学について
　（１）	 女子美術大学と長和町の連携した取り組みを知っていましたか。

10 代以下 3
20 代 2
30 代 2
40 代 1
50 代 7
60 代 15
70 代 5
80 代以上 1

知っていた 25
知らなかった 11
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　（２）「知っていた」と回答した方にお聞きします。連携した取り組みについてどこで知りましたか。

＊「その他」の内容　　・職員から　・関わっていた

３ 女子美術大の展示について
　今回の女子美術大学の展示の感想をお聞かせください。

回　答
良いことだ。

絵が近代的で新鮮でした。ご本人がなぜ「ししまい」が好きなのかがもう少し伝わるとさらに興

味深く見ることができると思います。

若い感性と専門性を活かしている。改めて町を見直す機会を得る。実際に実施に移す試みは町の

各種団体と共に進めてほしい。実際バス停への人流について考えている人はほとんどいない。若

い人のアイデアが新鮮で楽しく拝見できました。

これからも続けてほしいです。

若い感性が表現されていて良いと思います。

広報ながわ 21
長和町公式 Twitter 1
長和町公式 Facebook 0
FM とうみ 0
女子美術大学との連携を紹介する
専用ホームページ 1

その他 2
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思っていた程でなく残念。

若い感覚で長和町を見て、いろいろ考えてもらいとてもよかった。バス停に注目してキャラクター

を付けてラリー形式で回れる企画はおもしろい。また各地区の民話も取り入れての紹介は楽しい

と思う。展示のパネルは目を引いて良い。その説明のインパクトが少し弱いと思う。

若い世代が長和町の歴史に興味を持って活動してくれていることがうれしい。

インパクトがあり、目に留まる。迫力がある。でも、キャラクターが少し怖い（獅子がリアル）。

女性のキャラクターがいなくて寂しい。

地元の人よりよく調べていて、色々なところまで細かく工夫して描いていたのが感心しました。

ただ、男性キャラクターばかりで、女性のキャラクターがいてもよかったのではと思います。

今どきの若い感性が出ていていいと思う。

大きなパネルの男の子もとても上手でしたが、２F の「バス停のそば」プロジェクトのアイデア、

なるほどなぁと思いました。実現したらすごくうれしいです！

とても良い取り組みだと思う。単発の企画で終わらせず、発展させてほしい。特に、アイドル化

プロジェクトについては、オタク女子に刺さるグッズなどの販売ができれば売り上げも伸び、町

内の活性化にもつながると思う。

バス停の擬人化等、視点が斬新で面白い。SNS だけではなく、たくさんのメディアを巻き込んでもっ

と展開できればさらに面白いと思う。

言葉で取材の流れを示してほしい。（以下、聞き取り内容）企画するに至った経過を言葉で詳し

く書いていただくとより良い。

以前から長和町に聖地巡礼できる場所ができたらいいな、年齢関係なく「それいいね！」と思う

ことができるものができたらいいなと思っていたので、このような形で長和町を取り上げてもら

えてとてもうれしい。企画一つ一つ、学生さんが心込めて作ったんだなということが伝わってくる。

若い方の感性で描かれたイラストも素晴らしく、バス停でお蕎麦の自販機という斬新なアイデア

は活かせる部分があるのではないか、と感じました。バスの待ち時間をポジティブに捉える姿勢

は素晴らしいと思いますし、長和町の自然豊かな景色を眺めながら何かを食べる（販売する）ア

イデアも面白く感じました。

ずいぶんとコミカルでポップなビビットカラーのキャラクターになったなぁと感じました。

若者にも興味を持ちやすくいいと思いました。

アニメキャラみたいで良い。

アニメキャラぽくてとても良い。一つ一つ繊細に描かれている。

良いことだと思います。

良い取組みだと思う。

場所が明るくなってとてもいいと思います。人物というのもいいと思いました。

ちょっと怖いです。優しい絵がいいと思う。

良いと思う。
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大きい美術素敵に描いていてびっくりしました。見ることができて良かったです。

とても若々しくてフレッシュな発想にいつも楽しませていただいています。ダッタンそばのバス

停いいですね！

とても素晴らしいと思います。町に彩りが増え、明るいイメージになります。アートに興味のある

方が増えれば心豊かになり、人間関係の潤滑油にもなるし、とてもよい取り組みだと感じました。

良かったと思います。

色彩がキレイ

かわいい

良かったと思いました。

今どきだな…絵柄が。年配受けは？

４ 今後の取り組みについて
　今後、女子美術大学と長和町と連携して情報発信などの事業に取り組む予定です。この中で取り組

んで欲しいことがあれば教えてください。

回　答
町の PR。観光面へ活用。

T シャツを作ろう。

今回の小冊子はないのか。この量を一気に入力する能力はないから実現を望む。バス停は地名に

なじむ。その由来など。

町民との交流をこれからも大切にしてほしい。

スキー場等の観光面でも情報発信できれば良いと思います。

特になし。

長和町の魅力をたくさん女子美の方のユニークな感覚でインパクトある発信をしていただきた

い。また、庁舎内の案内など（各課の看板？）を作ってほしい。

長和町にはこれ！！といったものを（みんなの気を引く）印象に残る形で発信してもらいたい。（子

どもからお年寄りまで）

役場庁舎内の案内看板を作っていただきたいです。ひと目でどこの課なのかわかるような大きな

看板を、女子美の方ならではの技術、センスで描いていただきたいです。

町の公共施設にも！記念写真として思い出になれば。

町の行事を知らせるチラシやインフォメーションのデザイン、道の駅ののぼりなど、デザインし

てもらったら素敵なのができそうですね。

デザインコンセプトを一つに絞って、長和町といったらこれ！というイメージを作ってほしい。

（今はまだバラバラだったり、一つに絞り切れていないので一つ一つが弱い気がします。）

非公認でもいいので、なっちゃんに代わるキャラクターの開発→ゆくゆくは Vtuber としての活

用など、（公式マスコットではどうしても「公式」ゆえの制約に縛られてしまうので…）何にで
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も挑戦できる身軽なキャラクターの方が良い。

コロナが収束したら学生が長和町に来て現地で調査をお願いしたい。

素敵な企画を実現させるというステップに進んでほしい。役場だけでなく、地域の事業所などに

も積極的に声をかけて「町のためになる」事業にしてほしい。

情報発信はやはり SNS や Twitter などが広範囲に拡散され、また閲覧されやすい世の中になって

きたと思います。長和町の良いところを、写真や動画などで拡散し、一人でも多くの方が長和町

を訪れるきっかけを作っていただけたらと感じます。

民話集とかキャラクターブックなど作ってほしいなぁと思います。あと、豆本なども作ってほし

い。（チャップブック）

町の PR をやっていただきたい。

具体的にコミュニケーションが取れる取組みを期待します。

民話はどうですか。

町中美術展を期待しております。

バス停、民話など取り上げてありよかったです。地元の食や日本遺産とのコラボもいかがでしょ

うか。

若い感性を生かして情報発信してほしい。

町内のいろいろを見てください。

がんばって！

その他（成人式を迎える若者向けアンケート回答）			 

" いただいた民話を元にしたクリアファイルがとても素敵でした。私自身、アニメやゲームが好

きで、あのようなキャラクターがいたことで、民話について調べ、興味も湧いてきました。若い

世代にも長和町について知ってもらえるいいきっかけになると思います。すごくキャラクターが

気に入ったので、後々 PR 動画なども作りながら、アクリルキーホルダーやフィギュア化なども

検討していただきたいです。

また、PR 動画を作る際には声優さんをつけていただいて、幅広い層に受けるようにした方がいい

と思います。

希望は石田彰さんと福山潤さんです。

グッズや PR の展開がさらに広がることを期待しております。"					   

	

（３）「広報ながわ」での学生作品紹介
　昨年度の授業で制作された作品、今年度役場本庁舎で行ったバス停企画展示について等を「広報な

がわ」にて連載しました。

　活動を広く町の皆さんに知っていただくことで、包括連携協定に向けての土台づくりを行いました。

　令和３年６月号～令和４年２月号
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【令和３年６月号】
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【令和３年７月号】
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【令和３年 8 月号】
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【令和３年９月号】
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【令和３年 10 月号】
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【令和３年 11 月号】
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【令和３年 12 月号】
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【令和４年１月号】



30

【令和４年２月号】
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（４）町のケーブルテレビ放送
　昨年度に制作された作品の中から映像作品と、本年度役場本庁舎で行ったバス停企画展示を紹介し

ました。

　昨年度に制作された映像作品

　紹介作品：『狐たちの座談会』、『NAGAWA ILLUMI』、『長和町に古くから住む民話』、『Collage 

Folklore』（大蛇と大水、伝蔵稲荷）

　放送時期：11 月〜 12 月、２ヶ月に分けて放送（同じ作品を１ヶ月続けて放送）

　放送時間：基本毎日 20：00 〜 21：00 　30 分〜 1 時間程度

　そ の 他  ：学生から視聴者に向けて作品紹介、みどころなどのコメントを事前にもらい、番組内で

　　　　　　紹介しました。
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　バス停企画展示紹介（「まちのわだい」内での紹介）

　放送時期：11 月 27 日（土）、29 日（月）

　放送時間：8：30 ～、10：00 ～、12：30 ～、17：00 ～、19：00 ～、21：00 ～　計６回
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（５）活動の紹介

令和３年７月７日信濃毎日新聞記事 令和３年７月７日信州民報

令和４年２月 10日信州民報記事 令和４年２月 16日信濃毎日新聞記事

広報ながわ 200 号記念ロゴデザイン

「ながわ（輪）ささえあい隊」任命式
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６．来年度の事業展開

（１）成果物の取り扱い
　来年度以降の展開にあたり、学生作品の露出が増えていきます。また、昨年度長和町からの依頼に

より制作された作品が、今年度、当初目的以外で使用が可能か持ち掛けられ、学生がポスターデザイ

ンを長和町に直接提供することになりました。

　デジタル化におけるデッドコピー、発信メディアの多様化にあたり、学生の作品の取り扱いについ

て現行のやり取りを明文化しました。

　また、年度事業として計画されたものとは別に、長和町から女子美術大学に制作を依頼する場合

（例　新規のポスターなどのデザイン）について、事前に別途著作権の取り扱いを含んだ書面の取り交

わしが必要となるので雛形を作成しました。

①本事業に関する成果物の取り扱いに関する確認書
　アートの力で長和町の活性化を行うこと（以下「本事業」という）を目的に長野県長和町（以下「長

和町」という）と女子美術大学（以下「女子美」という）が地域活性化を目指していきます。ついては、

目的に沿うよう女子美の教育活動から発信される女子美の学生の作品（以下「成果物」という）の発信、

利用について以下のとおり取り決めます。

１．本事業の成果物の提供について

　年初に定められた本事業の活動として長和町をテーマに制作された成果物（作品、企画書等）につ

いて、長和町に一定の期間提供します。提供期間、提供範囲は次のとおりとします。

（１）提供期間は成果物が長和町に提供されて、成果物を制作した学生が女子美を卒業するまでとします。

（２）提供範囲は長和町における情報発信、および長和町での展示とします。

２．成果物の発信、利用について

（１）本事業における提供範囲において長和町が情報発信する場合、発信内容について、事前に女子美

　　  の確認を取るものとします。

（２）本事業の目的に則する専用ホームページについて、本事業の成果物を提供します。

（３）長和町は成果物を発信、利用する場合、女子美のクレジットを明記するものとします。

（４）本事業における成果物を本事業以外で長和町が使用することを望む場合は事前に女子美と協議、

　　  使用許諾を得るものとします。

（５）長和町はいかなる場合も女子美の許諾を得ず、成果物を改変、改ざんしないものとします。

３．成果物の活用について

　成果物を長和町が商品化、および販促物として開発、利用を望む場合、女子美と協議するものとします。
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４．人格権について

　本事業について一定期間、成果物を女子美が長和町に提供しますが、制作者である学生の人格権に

ついて次のように取り決めます。

（１）公　表　権　　女子美の正規授業の目的に即して、提供期間内は公表することとします。

（２）氏名表示権　　氏名表示内容について成果物の制作者の許諾を必要とします。

（３）同一性保持権　成果物の改変（トリミング、レイアウト等を含みます）を行う場合は、制作者の

　　  許諾を必要とします。

５．公衆送信権について

　テレビ（CATV を含む）、インターネットの送信については送信可能化権のみとします。

６．本事業以外の活動について

　長和町、女子美とも本事業の成果物以外の活動および成果物を望む場合、別途協議するものとします。

（１）長和町は本事業以外の成果物を望む場合、対価を支払うものとします。

（２）対価の金額および内容は長和町、女子美で別途取り決めます。提供方法もあわせて取り決めるも

　　  のとします。

７．資料の提供

　長和町は必要と思われる資料を女子美に提供します。提供する資料は資料制作者の著作権処理、ま

た肖像権が処理されているものとします。

８. 権利侵害

　成果物に関して、万一第三者より著作権上のクレームが提起された場合は、女子美が自己の責任に

おいてその解決を図るものとします。

９．再委託

　本事業の一部を第三者に委託する場合、女子美は長和町の許可を得ます。

10．協議

　長和町及び女子美は、信義を守り誠実に成果物の取り扱いを履行するものとします。ここに定めの

ない事項の解釈に疑義が生じたときは、その都度協議の上、円満に解決するものとします。

以上
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②制作受託にあたっての契約書案

契　約　書

　長野県長和町（以下「甲」という）と女子美術大学（以下「乙」という）は、○○（以下「本制作物」

という）の制作に関して、次の通り契約を締結する。

第１条（制作委託）

	 甲は乙に対して、甲から乙への依頼書に基づき本制作物の制作を委託し、乙はこれを受託する。

第２条（納入）

	 乙は別途甲乙合意する納期までに本制作物の制作を完了し、甲の指示に従い甲に納入するもの	

	 とする。

	 乙は納期までに本制作物が納入できないおそれがある場合は、速やかにその旨を甲に申し出て、

	 甲乙協議のうえ納入日を変更するものとする。

第３条（対価）

	 本制作物の対価は　　　　　　　　とする。

第４条（資料の提供）

	 甲は本契約締結後速やかに、乙に可能な限り資料を提供するものとする。

	 提供する資料は資料制作者の著作権処理、また肖像権が処理されているものとする。

第５条（著作権）

	 本制作物に関する著作権は実際の制作が乙のみで行われた場合には乙に帰属し、甲乙共同で行	

	 われる場合には甲乙共有とする。

第６条（権利の侵害）

	 本制作物に関して、万一第三者より著作権上のクレームが提起された場合は、乙が自己の責任	

	 においてその解決を図るものとする。

第７条（成果物の使用）

	 本業務における本制作物を依頼書以外の目的で甲が使用することを望む場合は、事前に乙に	

	 協議するものとする。

２．
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 	 甲は本制作物を使用する場合、いかなる場合も必ず乙のクレジットを明記するものとする。

 	 甲はいかなる場合も乙の許諾を得ず、本制作物を改変、改ざんしないものとする。

第８条（再委託）

	 本業務の一部を第三者に再委託する場合、乙は甲の許可を得なければならない。

第９条（協議）

	 甲及び乙は、信義を守り誠実に本契約を履行するものとし、本契約に定めのない事項又は本契	

	 約の解釈に疑義が生じたときは、その都度甲乙協議の上、円満に解決するものとする。

以上

（２）個人情報の取り扱いについて
　本事業では、専用ホームページにて学生の作品を公開しています。専用ホームページでは第三者が

閲覧可能であり、インターネット上に書き込まれたコメントや画像、個人情報など、一度拡散された

情報が半永久的にインターネット上に残されます。

　個人情報が拡散しないよう、今後も肖像権とあわせて取り扱いに注意します。

（３）次年度の活動について
　現在長和町では女子美術大学との包括連携協定の締結に関する検討が行われ、その結果、包括連携

協定に向けて準備を進めています。

　しかし、新型コロナウイルスの影響により、本年度は町の総合文化祭の形態が変わるなど、町民の

方にゆっくり作品を見ていただくということが難しい状況でした。

　社会情勢をみながら次年度において、女子美術大学が現地を訪問し、様々な可能性を探りつつ面談

し協議を行います。

■女子美術大学より
　大学授業の取組みとして、令和４年度においても引き続き、長和町をテーマとした授業を行うよう

検討しています。

　ただ大学の授業体制が不明であるため、今後大学と検討を続けます。

■役場職員からの提案事業の検討
　町としての事業アイデアの検討は、改めて実施します。

　（別添２を参照）

２．

３．
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＜別添１＞
学生 A



2



3

学生 B



4



5



6



7



8

学生 C



9



10

学生D



11



12

学生 E



13



14

学生 F



15



16



17

学生G



18



19

学生H



20



21

学生 I



22



23

学生 J



24



25

学生 K



26



27

学生 L



28



29

学生M



30



31

学生N



32



33

学生O



34



35

学生 P



36



37



38

学生Q



39



40

学生 R
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以　上
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＜別添２＞
長和町職員からの事業案に基づく取組　事業案一覧

番号 内　　容 補　足　事　項

1

黒耀石を広くＰＲする

イメージ戦略につい

ての検討

※関連：15

  ・別紙「Obsidian art 創生プロジェクト」

  ・平成 29 年度募集

2

女子美大生の感性を

活かした「アート×

空き家」の協働事業

  ・別紙「長和町地方創生推進本部若手職員による職員プロ

　ジェクトチーム報告書（グループＤ）のとおり。

  ・平成 28 年度事業成果中、「長和町空き家リノベーション

　プロジェクト」と類似した内容。空き　家を学生の発想

　でリノベーションする。

  ・平成 29 年度募集

3

総花的になりがちな

町のＰＲイメージづ

くりへの協力

※関連：20

  ・町全体をイメージできるようなイメージ素材づくりを行

　い、それを基に各種事業計画を立案。（商工観光係）

  ・平成 29 年度募集

4
町各種計画等への挿

絵などをお願いする

  ・防災関係（避難場所の明示、避難経路、災害時の対応等）

　をまとめ全戸配布。

  ・町の計画の冊子への挿絵。

  ・平成 29 年度募集

5 削除

6
町関係イベントの

ポスター作成

  ・和田新そば祭り等のイベントポスターのデザイン

  ・平成 29 年度募集

7

ＰＲのためのバス・

公用車のラッピング

※関連：28

  ・町のＰＲのため、町のバス（和田バス委託）やＪＲバス、

　和田バスにラッピング。デザインを女子美大生に考えて

　もらう。

  ・公用車に長和町と分かるようなステッカー等を貼り、走

　る広告塔としてPRできるようにする。（平成30年度追記）

  ・平成 29 年度募集

〇

実施
状況



2

番号 内　　容 補　足　事　項

8

公共施設に絵を描く

関連：10、13、17

  ・ 新庁舎裏側へ絵を描く。庁舎北側が寂しい。長和町らし

　いデザインを女子美大生に考えてもらう。実際に描くの

　は町民。

  ・ながと保育園のプールのフェンス、保育園バスのバス停

　への女子美大生によるペイント。（学生の作品展示の場

　所としての活用もよいのでは。）

  ・平成 29 年度募集

9

長和町の特産品や企

業、団体の「物語」

掘り起こし、それを

紹介する本（漫画）

をつくってＰＲする

  ・長和町の特産品（奨励品）について、その品物ができる

　までの物語や事業者そのものについて、を奨励品事業者

　に聞き取り、漫画で表現してもらい、ＰＲに活用する。

　（例：「ダッタンそば物語」）長和町奨励品に認定されれば、

　女子美大の皆さんにそのような漫画を描いてもらえると

　いう制度にすれば、奨励品認定のメリットにもなる。

  ・長和町にある企業について、その製品や会社についての

　物語を漫画にしてもらう。商工会等を通じ募集。その企

　業にある物語をＰＲすることで、人材募集の観点からも

　メリットがあるのではないか。（例：クルミ加工をして

　いる会社にクルミのことを聞き、それをＰＲするなど）

  ・長和町にある団体をＰＲしてもらうのも良い。

  ・女子美大生の皆さんに、直に話を聞いてもらい、その品

　物や企業、それらに関わる人を良く知ってもらった上で

　取り組んでいただきたい。

  ・「長和町○○物語」などでシリーズ化し、ある程度たまっ

　たところで、広報と一緒に配る、学校に配布して長和町

　を知ってもらう一助とする等もできるのではないか。

  ・作成したものは、ホームページ等を通じて町の知名度向

　上のためのＰＲに活用するほか、それぞれの事業者にも

　有効活用してもらう。

  ・平成 29 年度募集

実施
状況
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番号 内　　容 補　足　事　項

10

リアルな人形を作り、

町内の観光地等に設置

※関連：８、13、17

  ・ 木工業者の方が、下和田バイパスの花畑に花の絵を描い

　ている様子の人形を設置したが、現実の人に見間違うほ

　ど良くできていた。

  ・ほのぼのしていて長和町の雰囲気に合っているのではな

　いか。

  ・観光客もそれを見て足を止めていたが、そういうものを

　町内各所に置き、マップのようなものを作り、探しても

　らうのも面白いのではないか。

  ・平成 29 年度募集

11

長和町に伝わる民話

を漫画にしてもらい、

冊子を作ったり、ホー

ムページ等でＰＲす

る。また、アニメー

ション化してＣＡＴ

Ｖで放送する

  ・長和町に伝わる民話（昔話）を漫画にしてもらう。デジ

　タル技術を使った絵本にしてもらい、ホームページ等で

　公開、多方面からアクセスできるようにする。

  ・長和町に伝わる民話（昔話）をアニメーションにしても

　らい、町のＣＡＴＶで放送する。

  ・長和町に伝わる民話（昔話）を知らない人が多いと思う

　ので、漫画やアニメにして多くの人に知ってもらうこと

　は意味のあることではないか。

  ・小中学校の先生方から、「町の民話や伝承、歴史を子ど

　もたちに判り易く伝えられれば・・」と要望を受けている。

　（平成 30 年度追記）

  ・まずは別紙「まんが 長和昔ばなし」の中から２、３選ん

　でもらい、漫画や紙芝居をつくってもらう。（平成 30 年

　度追記）

  ・平成 29 年度募集

〇

12

動く黒板アートの作成

（和田中学校の黒板を

活用）

  ・長和町の春夏秋冬を黒板（和田中学校のもの）に書いて

　もらい、それを何回か書き換えてパラパラ漫画のような

　動画を作成する。

  ・作成過程を公開したり、メイキング映像をドキュメンタ

　リー風に撮影したりしても良い。

  ・平成 30 年度募集

実施
状況
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番号 内　　容 補　足　事　項

13

長和町のイメージアッ

プのため、バス停に絵

を描いてもらう

※関連：８、10、17

  ・ テーマ性がある絵を書いてもらい、スタンプラリーでは

　ないが、バスに乗りながら各バス停を回ってもらうのも

　良い。もしくは、バスの走る順番にストーリー性を持た

　せるというのも面白い。

  ・７番のバスのラッピングと絡めて、お揃いのデザインで

　作成しても良い。

  ・平成 30 年度募集

〇

14 削除

15

長和町の黒耀石を基

にしたキャラクター

の作成

それをもとにした、

原付の「ご当地ナン

バー」のデザイン

※関連：１、21

  ・長和町の黒耀石に関する遺跡が日本遺産になったことか

　ら、この機会に黒耀石のキャラクターを考えてもらう。

  ・黒耀石のキャラクターは原付などの「ご当地ナンバー」

　として使用すれば、走る広告として黒耀石や長和町をＰ

　Ｒすることができる。

  ・公式キャラクターのなっちゃんとのすみわけが必要になる。

  ・ご当地ナンバーだけでなく PR キャラクターとして活用

　可能か。もしくは非公式キャラクターとしての活動も可

　能か。

  ・平成 30 年度募集

16 削除

17

観光客を呼び込むよ

うな、目玉となるアー

ト作品（体験・見学型）

の作成

※関連：８、10、13、

18

  ・ 長和町をＰＲすることはもちろんだが、それによって観

　光客の誘致が図れればなお良い。

  ・ 町の観光地というと町内から離れた長門牧場メイン

　になっているが、何か目玉のアート作品（地域によって

　は田んぼアート、ひまわり迷路）など体験、見学できる

　もので、町内に観光客を呼び込み、おもてなしをするこ

　とによってリピーターを増やしたい。

  ・平成 30 年度募集

実施
状況
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番号 内　　容 補　足　事　項

18

テーマ性のある彫刻

の作成・展示（町内

数箇所）

※関連：17

  ・役場や観光施設（観光地）に一連の繋がり（テーマ）を

　決めて作った彫刻を飾る。そのもの自体がインパクトが

　あり、目印にもなる目立つものを幾つか置きたい。

  ・プレートに学校名と学生名を入れ、学生の作品展示とし

　ても活用できれば良い。

  ・平成 30 年度募集

19 マンホールのデザイン

  ・数種類考えてもらい、町内各地に１枚ずつ配置して、ス

　タンプラリー的なことに活用したり、マンホールカード

　を作成してＰＲに使用したりする。

  ・外国人にも人気がある。

  ・平成 30 年度募集

20

長和町の PR のトータ

ルデザイン

※関連：３

  ・これまでに募集した事業を分析すると、長和町の知名度

　向上のため、更なる PRが必要と考えられる。さらに、　

　町の知名度向上について、それぞれの部署がそれぞれに

　努力しているが、PR について統一感を持たせることも

　必要かと思われる。（もちろん、関係する各部署の皆さ

　んの意見を聞くことが必要となる。）

  ・今まで寄せられた事業案を女子美術大学に提供し、その

　内容を考慮しつつ、町を更に研究してもらう。さらに、

　町として統一感を持たせたイメージで町全体としての　

　PR 戦略を提案してもらい、町関係の各課係・関係機関

　が協力して女子美術大学と連携した PRを進める。

　例えば、「長和町　×　女子美　デザインの力で長和町

　を元気に！」とか何とかお題目をつけて、PR を行うこ

　とも検討したい。

  ・平成 30 年度募集

21

長和町非公式キャラ

クターの作成

※関連：15

  ・長和町の公式キャラクターといえば『なっちゃん』だが、

　公式であるがゆえにいろいろと制約がある。そこで、Ｐ

　Ｒキャラクターとしての新しいキャラクターを、一から

　作成してもらい、運用についても自治体が関与せず、独

　自の活動を行っていただく形で運用してほしい。

実施
状況
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番号 内　　容 補　足　事　項

  ・イメージとしては、千葉県の非公式キャラクターでゆる

　キャラブームの先駆けとも言える『ふなっしー』や、佐

　久市中込商店街で誕生し、様々なイベントでフリーダム

　に活躍している非公式キャラクターの『ハイブリッ子　

　ちゃん』の様な存在。または、ツイッター上で様々な映

　像（その多くがかなりの暴走映像）を投稿している、秋

　葉原観光推進協会キャラの『ちぃたん』ツイッター登録

　２年あまりで 72 万フォロワーを獲得している）。

  ・町に定着している『なっちゃん』を廃するわけではなく、

　『なっちゃん』とは別に、あくまで独自にＰＲ活動する

　ことが目的。（不真面目でも大いに結構！というスタン

　スで）。

  ・平成 30 年度募集

22

作品制作過程の公開

（小学生・中学生が見る

ことができるように）

関連：25

  ・制作を小学校や中学校でしてもらい、その制作作業を公

　開する。

　制作する姿は子供たちへ良い影響を及ぼすのではないか。

  ・平成 30 年度募集

23

アーティストやクリエ

イターが集まるスペー

スをプロデュース

  ・女子美大の皆さんがプロデューサーとなり、町内にアー

　ティストやクリエイターが集まるスペースを作る。

　（例）和田庁舎の 2、3階をいくつもに間仕切り、アーティ

　　　ストやクリエイターの発表場所にすれば、これまで

　　　と違った集客方法になる。

  ・町に新しい集客方法ができたり、町民に埋もれていた作

　家などの活躍の場を提供できたりと、新たな客層の開拓

　と町民の能力、再発見ができる。また、人が集まれば商

　売に繋げていくことができる。

  ・女子美術大学にとっても、他者の作品を見ることで、視

　野を広げ、自分の作品の更なるバージョンアップができ、

　また、今後、社会に出て行く際に必要な視点（マーケティ

　ングや顧客開拓等）を養うことができるというメリット

　がある。

  ・平成 30 年度募集

実施
状況
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番号 内　　容 補　足　事　項

24
庁舎の正面入り口案

内の作成

  ・来庁者が正面入り口ではなく、国道側の入り口から入っ

　てきてしまう。総合案内窓口がある正面入り口から入っ

　て来てもらえるように看板を作成する等、良い誘導方法

　を考え、デザインしてほしい。

  ・平成 30 年度募集

25

ふれあい館の子ども

たちとの交流

関連：22

  ・放課後、ふれあい館に来る子どもたちと、触れ合ってほ

　しい。触れ合う中で、子どもたちからの要望（絵を描く、

　工作する）に答えてもらえればよい。

  ・ゆくゆくは、行事として黒板アート等の制作過程を見せ

　てもらう等の取組も可。（最初からワークショップ等を

　行うと、子どもたちも身構えてしまう。触れ合う中で子

　どものニーズを探してもらえれば。）

  ・（参考）

　時間帯は平日の 15 時から 17 時の間（閉館は 19 時くら

　いまで。多くの子どもがいる時間帯がその２時間。低学

　年は 15 時から。３年生以上は 16 時から。）人数は 50 ～

　60 人程度。

  ・職員が足りず、いてもらうだけでもありがたいが、以前

　美大卒の職員が、新聞紙等で工作をしてくれた。そのよ

　うな感じで触れ合ってもらえるとありがたい。

  ・平成 30 年 10 月５日追加

〇

26
直営別荘地の施設等

のトータルデザイン

  ・長和町直営別荘地のＰＲ・イメージアップにつながる統

　一的なデザインの考案をしてほしい。

  ・そのデザインに基づく施設及び古くなってしまった別荘

　地案内看板・規制看板・標識のデザインを考案して頂き

　たい。

  ・予算等に応じて、実現可能なものを相談していく。

  ・令和元年度募集

実施
状況
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27

認知症サポーター養

成講座

受講者向けグッズの

デザイン構想

  ・認知症サポーターキャラバンのイメージカラーであるオ

　レンジを基調に、なっちゃんを用いた長和町オリジナル

　グッズのデザインをしてほしい。

  ・作成を検討している製品は、費用面を考慮し、比較的安

　価に作成することができる缶バッジやストラップ等を検

　討している。

  ・令和元年度募集

〇

28

町内循環マイクロバ

スのラッピングデザ

イン

※関連７

  ・新しく購入するワゴン車（トヨタハイエース等）のラッ

　ピングデザインを考案してほしい。

  ・必ず全面ラッピングで、という訳ではなく、予算に応じ

　て、ワンポイントでも町のＰＲにつながるようなデザイ

　ンにしてほしい。

  ・町内循環バスと呼ぶのも寂しいので、「～号」のような

　名前をつけることも検討している。

  ・令和元年度募集

〇

29
ふるさと CM 大賞へ

の作品応募

  ・長野朝日放送主催「ふるさと CM大賞」に女子美術大学

　として作品の応募を検討して頂きたい。

  ・女子美術大学ならではの手法（アニメーション等）を用

　いて、作品を作って頂きたい。

  ・令和元年度募集

30

中山道長久保宿・和

田宿限定オリジナル

グッズ制作事業

  ・長和町住民（グッズを活用して、取り組みを行いたい方）

　の提案。

  ・長和町内に２カ所ある中山道の宿場を盛り上げるための

　グッズ（コースター、キーホルダー等）を制作頂きたい。

  ・ありふれたデザインではなく、若い世代の目線で今まで

　にないような現代的なものを制作して頂きたい。

  ・来訪者に対し、記念品のような形で配布もしくは、販売

　することを主な用途として検討している。

  ・令和２年度募集

実施
状況
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31
山の子学園共同村利

用者との交流

  ・障害者支援施設山の子学園共同村の利用者と交流を行っ

　て頂きたい。

  ・利用者には、個性的な作品（絵など）を制作される方が

　おり、そういった作品を内部で完結するだけでなく、外

　に発信できるような形にできるよう、アドバイス等が欲

　しい。

  ・また、一緒に作品を制作するなど、利用者と学生との交

　流ができるような取組みを検討する。

  ・令和２年度募集

32

親子の関係性をテー

マにしたオリジナル

絵本の制作

  ・乳幼児を育てる保護者を対象に、親子の関係性をテーマ

　にした絵本を制作頂きたい。

  ・絵本を通して読者に伝えたい内容として、例えば、子育

　てを頑張っている親に対して、「それでいいんだよ」と

　いうことを伝えることができるような内容や、保護者が

　こどもの行動や言動に寄り添いながら育児をしていく様

　子を描いて頂きたい。

  ・具体的な内容については、学生さんと話し合いながら一

　緒に作っていきたい。

  ・絵本の雰囲気は温かく、ほのぼのとしたイメージのもの

　を検討している。

  ・令和２年度募集

33

健康診断受診率向上

のための PR 用グッズ

デザイン制作事業

  ・町内で暮らす方の健康診断受診率の向上を促す PR グッ

　ズのデザインを考案頂きたい。

  ・担当課の希望としては、職員が着用して PR を行うため

　の Tシャツやポロシャツ等に入れるオリジナルデザイン

　などを考案頂きたいとのこと。

  ・なお、具体的なデザインの希望等は現段階では決まって

　いない。

  ・令和２年度募集

実施
状況
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34
赤ちゃん手帳に掲載

するイラストの作成

  ・町では、育児の参考にして頂くために、赤ちゃん手帳を

　作成し配布している。

  ・現在、赤ちゃん手帳で使用しているイラストは、著作権

　の関係でホームページ等に掲載することができない。

  ・ホームページ等で広く PR できるよう、新しいイラスト

　を学生の皆さんに制作頂きたい。

35

長和町和田 B ＆ G 海

洋センター（プール）

入口のイラストデザ

イン事業

  ・建物の入口部分に新たなイラストを描いて頂きたい。

  ・現在、入口部分には建設当初（昭和 62 年頃）に描かれ

　たイラストがあるが、色あせてしまっており、古ぼけた

　建物に見えてしまう。

  ・女子美術大学学生の斬新なアイデアで、目に留まるよう

　なイラストを描いて頂きたい。

  ・なお、本施設は和田小学校裏にある施設で、和田保育園、

　小学校の子どもたちが授業で使用する施設でもあるた　

　め、新たな色を付けて子供たちがいきいきと利用できる

　ような施設に変えたいと検討している。

  ・具体的なデザインの内容については、大学と町とで話し

　合いながら一緒に作っていきたい。

  ・令和２年度募集

実施
状況


	報告書202206web.pdf
	目　次
	１．本事業の目的
	２．本年度事業の目的
	３．今年度の事業概要
	（１）女子美術大学と長和町の包括連携協定締結に向けた環境整備
	（２）長和町からの提案事業
	（３）女子美術大学の作品展示
	（４）女子美術大学の授業としての取り組み
	（５）認知症サポーター養成講座受講者向けキーホルダーデザインの使用とポスターについて
	（６）専用ホームページ更新

	４．今年度事業の実施
	（１）職員着用ポロシャツデザイン制作
	（２）民話プロジェクト
	（３）広報ながわ200 号記念ロゴデザイン

	５．本事業の広報活動
	（１）「ながわ（輪）ささえあい隊」任命式
	（２）バス停企画書展示
	女子美術大学の作品展示等に関するアンケート
	（３）「広報ながわ」での学生作品紹介
	（４）町のケーブルテレビ放送

	６．来年度の事業展開
	（１）成果物の取り扱い
	（２）個人情報の取り扱いについて
	（３）次年度の活動について


	報告書202206添付1web
	学生A
	学生B
	学生C
	学生D
	学生E
	学生F
	学生G
	学生H
	学生I
	学生J
	学生K
	学生L
	学生M
	学生N
	学生O
	学生P
	学生Q
	学生R

	報告書202206添付2web



